
年度末のご挨拶と新年度の取り組みについて
年度末を迎え、多くの町内会で総会が行われ、新しい役員体制が整う時期となりました。

この一年、地域活動を支えてくださった皆さまに心より感謝申し上げます。また、新たに役員
をお引き受けいただいた皆さまには、地域運営の担い手としてご協力をお願い申し上げます。

さて、地域の体制が切り替わるこの時期は、町内会事業の見直し、防災体制・災害弱者見
守りネットワークの確認、環境美化、交通安全など、日頃の活動を振り返り、改善を図る大切
な機会でもあります。

また、町内会費の使途についても、透明性のある運営が求められています。自治連合会で
は「地域団体への助成金負担要領」を整備し、より分かりやすい仕組みづくりを進めてまいり
ましたが、あわせて一昨年に提案した役員負担の軽減にも引き続き取り組んでまいります。

■ 連絡体制の改善について
◇昨年度までの課題
◎ 電話連絡や文書箱での連絡は、情報が届くまでに時間がかかる
◎ 担当者の事務負担が大きい
◎ 「町内会長LINEグループ」は便利だったが、個人情報が見えてしまう課題があった

◇試験運用の成果 ＊町内会長LINEグループ
◎ “既読”が確認でき、情報伝達（知らせ・資料）が迅速化
◎ 疑問点をすぐに確認でき、コミュニケーションの質が向上
◎ 効果が高かったため、８年度は全町内に参加を拡大

◆８年度の新しい連絡方法
◎ 個人情報が表示されない「公式LINE」を新たに開設
◎ 公式LINE（公式：城北自治連合会）を連絡の中心として運用
◎ 将来的には、住民も参加できる「デジタル回覧板」の導入を検討
◎ 意見交換がしやすい「個人LINEグループ」も併用（希望者のみ）
◎ 受信をやめたい場合は「ブロック」によって実質的にいつでも“退会”可能
項目 個人LINEグループ【町内会長専用】 公式LINEグループ【町内役員３名専用】
長所 ・「ピコン」と音がする。既読が分かるた ・「ピコン」と音がしない。一斉配信が確実

め、情報伝達の確認が容易 ・個人情報が見えないため安心して登録できる
・質問等、役員同士の意見交換ができる ・住民向け「デジタル回覧板」へ拡張しやすい
・グループ運用が簡単で導入しやすい ・自治会の公式ツールとして整備しやすい

短所 ・個人の情報（電話番号等）が参加者間 ・既読確認ができない、伝達状況の把握が難しい
で見えてしまう ・双方向のやり取りがしにくい
・人数が増えると管理が難しい ・初期設定や運用ルールの整備が必要

【参加のお願い】
◎ 各町内会から３名を目安に公式LINEへ参加
＊ QRコードによる参加手順は、町内会長会（２月12日）で配布済み

◎ 公式LINE活用ガイド（参加者向け）
＊ 各町内会へ３部を町内会長会で配布済み

◎ 無料プランでの試験運用のため、人数制限（１町内３名以内）にご協力ください
＊ 通数上限を超えた場合、配信が停止されます

2026/3/4
１１号

城北地区自治連合会
事務局：城北地区公民館

■ 主に共有する情報

◎次回、町内会長会の資料
◎災害・防犯などの緊急情報
◎行政からの通知・依頼文書
◎地域行事・研修会等の案内
◎各町内への連絡事項
◎会長が必要と判断した内容


